

































（Kaneko, 1981; Zinno and Kaneko, 1984）。筑波大学山岳科学センター菅平高原実験所
（以下菅平高原実験所）では、Coleosporium asterum, C. clematidis-apiifoliae, C. 
lycopodis, C. phellodendri の 4 種がアカマツ林を利用して生活環を完了させており、この
うち C. phellodendri がアカマツ林で優占していることが明らかになっている。しかし、存
在量の種間差や林内での分布に影響を与える要因ついては明らかになっていない。そこで







定した。2015 年 6 月にアカマツ林、林縁 13 本、林内 9 本のアカマツを調査木とし、各調
査木の高さ 4.5m，5.5m，6.5m の枝先約 60cm を 2 本ずつ切り落としてさび胞子堆の形成
されている針葉を全て採集した。採集した各針葉からランダムに 1 胞子堆を選び、同定に















は不明であった。そこで、C. phellodendri と C. lycopodis の中間宿主上で形成される冬胞
子世代の量を、サンプル上の冬胞子堆面積をもとに、個体上、ならびにプロット内での冬
胞子堆面積を概算し、比較した。その結果、これらのキハダ上における C. phellodendri の






果、冬胞子および担子胞子の発芽温度範囲は C. phellodendri と C. lycopodis では 15-














ことができた。Coleosporium clematidis-apiifoliae 以外の 3 種では、接種時点で展開中で
あった当年葉上で、より多くの胞子堆形成が認められたが、C. clematidis-apiifoliae は展葉
後の当年葉でより多くの胞子堆が形成された。また、C. phellodendri は展開翌年の初夏頃
までの 1 年葉に感染することができた。加えて、C. phellodendri は展葉中の針葉に感染し
た場合は他種と同様に感染の翌年にさび胞子堆を形成するが、展葉後の針葉に感染した場
合は感染の 2 年後にさび胞子堆を形成した。以上のように、種によって、感染可能なアカ
マツ針葉の葉齢や生長段階や感染後の挙動が異なり、C. phellodendri は 2 年型の生活環と
1 年葉への感染によって 2 年葉に多くのさび胞子堆を形成すると考えられた。 
本研究の結果、菅平高原実験所において C. phellodendri のさび胞子世代の存在量が多い
ことは、中間宿主上で感染源の供給源である冬胞子世代の存在量が多いこと、および担子
胞子の飛散距離を伸ばす間接発芽能力を有することに起因すると考えられた。本研究で
は、菅平高原実験所のアカマツ林における Coleosporium 属菌 4 種のさび胞子世代の感染
の実態を調査し、種によって存在量や林内における分布、形成葉齢の傾向が異なることを





ができた。Coleosporium phellodendri は分散に特化した戦略を獲得し、C. clematidis-
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apiifoliae は侵入に特化した戦略を獲得していた。Coleosporium lycopodis および C. 
asterum は分散あるいは侵入のどちらかに特化しておらず中間型の戦略を有していた。本
研究は、同じさび胞子世代宿主を宿主とする系統的に近縁なサビキンの種が、種によって
多様な生活史戦略を進化させてきたことを示した。これらの知見はサビキンの生態学的・
進化学的研究への基礎情報として利用できると考えられる。 
